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達成度

自己
評価

外部
アンケー
ト等

総合
生徒の実態把握のためのアンケートを実施するとともに、適切な
講座選択の指導をする。 A A A

自ら学び、共に学ぶ学習を支援し、学校行事や部活動を充実さ
せ、積極的参加を促す。 A A A

ICT等を利用し、職員間の意見の共有をすすめる。

B A A

学力実態に応じた指導方法を検討する。基礎学力が低い生徒でも
理解しやすい授業を展開する。

A A A

生徒の進路・興味に沿った時間割を作成できるように、担任等が
生徒とよく話し合う。

A A A

授業改善を推進し、指導方法を検討する。少人数指導・個別指導
を通して学力の向上を図る。また、さらなる学力の向上に資する
よう、生徒の実態に合わせて、主体的・対話的に取り組める授業
を展開する。 A A A

休みがちな生徒への学習支援方法を検討し、学力向上に取り組
む。

A A A

4 組織的・継続的な指導を
行っていますか。

担任、係を通じて、生徒・保護者に対してカウンセリングを紹介
する。必要に応じて情報を共有し、連携して対応する。

Ａ A A

学校生活アンケートを実施して、生徒の状況を把握するととも
に、いじめ対策委員会を組織し、いじめ解消に向けて迅速に対応
する。

Ｂ B B

人間関係のスキルアップを図り、いじめの未然防止に向けて、い
じめ問題を自分のこととして捉え活動できるよう支援する。 Ａ A A

「規律」「学力」「自己有用感」の育成を意識して適切な指導・
支援を行う。

Ａ A A

部活動、委員会活動等への積極的な参加を促し、活動の活性化を
図る。

Ａ A A

7 計画的な指導を行っていま
すか。

担任による個別面談やHRでの指導や進路行事を計画的に実施する
によって、生徒が進路を真剣に考え、行動できるよう支援する。
自ら動こうとしない生徒に対しては、教員から積極的に声かけを
し、生徒の行動を促す。

A A A

8 生徒は自らの進路について
真剣に考え、その実現に向
けて取り組んでいますか。

年２回の調査を実施し、生徒の実態を把握し、進路指導に生かし
ていく。生徒の個別の調査結果を教員間で共有し、生徒の進路実
現に向けて積極的に指導を行っていく。進路通信の内容を各学年
や進学・就職希望者ごと、保護者向けに分けるなど効果的に進路
情報を提供するとともに、三者面談等で生徒に関する情報を保護
者と共有し、協力する体制を構築する。

A A A

学校説明会で保護者に情報発信する。学校Ｗｅｂページの更新を
適宜行う。

A A A

PTAと連携し、PTA通信を発行する。PTA総会時の学校説明や担
任との懇談、マナーアップ運動への参加を通して保護者と情報交
換を行い連携を図る。

B B B

Ⅵ
教育デジタル化
に努めています
か。

10 ＩＣＴを活用した指導を
行っていますか。

生徒が「主体的・対話的で深い学び」を行えるようにICTを使った
授業の組み立てを心がけ、実践する。

A A A

11 ＩＣＴを活用した業務改善
を行っていますか。

通知やアンケート,家庭との連絡を電子媒体に変えることをさらに
進める。

A A A

家庭、地域社会に本校を知ってもらうため、学校説明
会・授業公開を実施する。また、学校の教育活動を理
解してもらうために、月３回以上の学校Ｗｅｂページ
による情報発信を行う。

教職員が能力を最大限発揮できる環境を整備すること
の一環として、実施するCTを活用した通知やアンケー
トについて、職員の９0％以上が業務改善につながって
いると考えている。

・スライドを作って発表するなど、将来
に生かせるスキルを学べていると感じま
す。
・１つのツールやサービスにこだわら
ず、多様な利用を、今後も継続して欲し
いです。
・職員向けに定期的な情報セキュリティ
教育の実施を、ご提案したいです。

・芸術等の実技科目を除き全ての講座でICTを使用した授業が実施されている。アン
ケート回答者145名中139名の95.8%がこの状態に満足している。Kahoot!、
canvaなど様々なサイトを使用した授業が展開されている。
・保護者あて通知を除き、全ての通知が電子媒体になった。電子媒体になり、簡単
に情報のやり取りができるようになった反面、情報の取扱いに細心の注意が必要で
ある。また、アンケートの結果145名中139名の95.8%がこの状態に満足してい
る。職員へのアンケートでは84.6%がICTを活用した業務改善に満足しているが、
15.4％がさらなる業務改善ができると考えている。

達成状況のまとめ及び次年度の課題

・生徒の実態把握のためのアンケートとして、学校評価アンケートを年2回、学校生
活アンケートを年2回の計4回実施している。適切な講座選択の指導をするために、
2月初旬から3月の終業式までの間約2カ月にわたって履修指導を実施している。結
果として講座選択に満足している生徒はアンケート回答者145名中、145名の
100%であった。
・学校評価アンケートで学校行事等に積極的に取り組んでいる生徒は回答者145名
中136名で93.8%であった。
・ICTを利用した意見の共有は順調に進んでおり、年間行事の作成等もGoogleドラ
イブを使い、共有しているデータに各自が書き込む形で行うようになった。アン
ケートの結果84.6％の職員が生徒の情報共有が進み情報把握が進んでいると回答し
ている。しかし、課題として生徒に貸与しているクロムブックの老朽化、配布物の
電子化があがっている。

・アンケート回答者145名中授業にしっかり取り組んでいると答えた生徒は142名で97.9％
である。授業はわかると答えた生徒は137名で94.5％であった。大多数の生徒が理解できる
授業を実施している状態である。しかし、準備が少なくても理解できる授業は内容面で易し
すぎるともいえるため、今後は授業内容のレベルについて、再考する必要がある。
・アンケート回答者145名中の145名の100％が履修指導に満足しており、自分の作った時
間割を気に入っている状態である。教職員から、課題として教科内容について理解不十分の
まま履修登録をしている生徒がいる。それが原因で教科に対する学習に興味を持てない状況
があると言う意見がでている。
・国・数・英では習熟度別の授業を行っている。基礎の講座選択者で授業を理解できると答
えた生徒は回答者77名中76名の98.7％であった。精選の講座選択者で授業を理解できると
答えた生徒は回答者44名中44名の100％であった。生徒が理解できる授業を実践してい
る。精選より難易度の低い基礎講座の理解度が低いという現状は、中学で学ぶ内容を理解し
ていない生徒に対する対応ができていないと考えられる。中学時代に完全に不登校で授業を
受けていなかった生徒への対応が十分できていないといえる。
・前期終了時点で1013単位の認定があったが、履修が成立していて未修得となった単位数
は14単位であった。受講科目において履修が成立した生徒の98.6％が単位を修得している。
休みがちな生徒への学習支援がうまく行っていると考えられる。しかし、長期欠席者数はな
かなか減らず、対策がうまくできていない実態がある。

・今年度は、毎週1回スクールカウンセラーとの面談日を設定し、計画通り継続して実施し
た。担任や係を通じて生徒・保護者にカウンセリングの必要性を丁寧に説明し、多くの対象
者へアプローチできた。教育相談係、特別支援係、養護教諭、スクールカウンセラーが連携
し、情報共有を図りながら支援を行った。一方、学校評価アンケートでは「カウンセリング
は必要ない」と考える生徒が68％を占め、制度の有用性が十分に理解されていない面も見ら
れた。次年度はスクールカウンセラーの役割や効果をより周知し、不登校兆候のある生徒へ
の早期発見・支援体制の強化を図りたい。
・今年度のいじめの認知件数は7件で、いずれも迅速に組織対応を行った。解消に至っていな
い事案が2件あるが、いじめ行為は止んでおり、見守りを継続している。人権やいじめに関す
る教室を年2回以上実施した。次年度も人間関係スキル向上を目標に、面談や学校生活アン
ケートを全職員で共有し、生徒一人ひとりを丁寧に観察して声かけや相談対応に努めてい
く。学校評価アンケートでは、生徒・教員とコミュニケーションが取れていると回答した生
徒は89％であった。
・学校評価アンケートで「清陵が好き」と回答した生徒は85％、「先生や生徒同士でコミュ
ニケーションがとれている」は89％であり、安心して過ごせる学校環境が整っていることが
分かる。今後もこの良好な雰囲気を維持・向上させるため、細やかな支援を継続していく。
・部活動や委員会活動、学校行事において生徒は意欲的に取り組み、積極的に学校生活に取
り組んでいると回答した生徒は94％であった。次年度も参加を促し、活動の活性化を図るこ
とで、充実感や達成感を得られるよう努めていく。

・学校全体では、６月ハローワークまえばし主催の職業体験セミナーを実施し、７月マイナ
ビ進学ライブに参加。また、各学年、生徒の実態に応じて外部業者の協力を得て進路行事を
実施し、卒業後の仕事について考える機会を設けた。アンケートの結果、進路希望を理解し
て応援してくれる、または理解している家族は145名中106名の73.1％であった。

・進路希望調査は年2回実施した。年度初めの希望調査では、進路未定者が１年11名、２年
12名、3,4年4名であり、第2回の進路希望調査では、1年20名、２年3名、3,4年0名で、
学年が上がるともに減少した。進路通信には、生徒の声を掲載することで、より身近な情報
として提供した。アンケートの結果、進路の実現のためによく努力している、考えて努力す
る生徒は145名中9７名の66.9％であった。

・学校Webページ、インスタグラムともに月３回程度の更新を行っている。また、
学校説明会は年1回実施を、２回実施に拡充した。新入生が母校を訪れ清陵高校の生
活を紹介する活動も行い、前橋市教育委員会等の実施する学校説明会にも積極的に
参加し情報発信を行っている。学校説明会後のアンケートではWebページを見て清
陵に興味を持ったという生徒の割合が２番目に多くなっており、保護者の割合は１
番目になっている。

・webページ、とても見やすいと感じ
ます。保護者の方から、「定時制の仕組
みとかよくわからなくて･･･」という声
を数件耳にしました。
・WEBによる情報発信力の強化は、順
調に思えます。発信情報の質（＝どうい
う情報にアクセスが集まるか）について
も、分析をお勧めします。

・進路については、進路変更も含め、先
生方が3者面談等を設定し、丁寧に対応
してくださっているように感じます。
・関係機関と連携しながら、生徒たちが
進路について考えるきっかけとなるよう
な進路指導をされていると思います。
・生徒が自身の進路にしっかりと向き
合って欲しいです。残り30%の生徒へ
の具体的な解決対応が必要だと感じま
す。

学校関係者評価

・カウンセリングに来る生徒の中には、
授業についていけない子や学びのブラン
クへの不安を訴える子、集団授業にうま
く乗れない子もいますが、先生方がフォ
ローしてくれて単位を取ることができた
という声もしばしば耳にします。
・多様化した生徒の状況を警戒しつつ、
授業レベルや進捗をご検討頂きたいで
す。
・授業に出席できている生徒は、彼らな
りに学力を積み重ねられているように感
じます。一方で、小中の学習が積み重
なっていない生徒や、不登校の生徒にど
のような支援ができるかは、引き続き検
討し続けていただけるとありがたいと思
います。
・完全リモート授業の導入も伺いまし
た。個々の生徒までしっかり対応してく
ださる先生方の温かみある指導には、
日々、頭が下がります。

・生徒の実態に合った教育活動を行って
いるのではないかと感じます。
・講座選択への満足度が継続して高いこ
とはありがたいです。単位制の専門学
校・大学への進学後のアドバンテージと
なりうるからです。
・ICTによる情報共有も良い進捗に感じ
ています。BYODへの移行や通信制のデ
バイス不足、貸与デバイスの老朽化等、
周辺の状況を考慮した上で、職員・生徒
の満足度を高める環境にしていって欲し
いです。

デジタルツールを使いこなせるようになることを意識
した、ICTを活用した授業に、生徒の７0％以上が満足
している。

互いを理解・尊重する活動の推進として、人権やいじ
め、コミュニケーション等に係る教室を年２回以上実
施する。

学校の教育活動を保護者に理解してもらうため、PTA
通信の発行を年２回、マナーアップ運動への参加を年
３回、大学・専門学校見学会と企業見学会をそれぞれ
年１回実施する。

互いを理解・尊重する活動の推進を通し、いじめの発
生防止に努め、迅速かつ組織的に対応し、いじめの解
消率が１００％である。

生徒が、自分で考え、学校生活における課題を解決し
ようとする。その結果として、学校生活に積極的に取
り組む生徒が80％以上になるようにする。

Ⅳ

開かれた学校づ
くりに努めてい
ますか。

Ⅲ

Ⅱ 生徒の意欲的な
学習活動につい
て適切な指導を
していますか。

9Ⅴ 家庭、地域社会に積極的に
情報発信をしていますか。

様々な生活背景をもつ生徒に対応するために、職員が
生徒の情報をしっかりと把握できるようにする。その
結果として職員の９5％以上が生徒の情報を共有できて
いると考えている。

進路通信を月1回（8月を除く年間11回）配付する。進
路希望調査を前期・後期の年2回実施し、生徒に進路を
考える機会を与え、生徒の進路意識の実態を把握す
る。また、進路希望に対する家族の理解が50％以上で
ある。

誰一人取り残さない学びを意識した習熟度別授業を通
し、基礎学力をつけるための国・数・英の基礎講座を
受講する生徒は、９0％以上の生徒が授業に満足してい
る。また、思考力・判断力・表現力を育てる応用的な
内容の講座を受けている生徒の90％以上が授業に満足
している。

時間割の作成を通し、自ら学びを作る力の育成をす
る。その結果として、90％以上の生徒が自分の作成し
た時間割に満足している。

点検・評価　

方　　　　　　　　　　策

生徒の実態を把握し、生徒が自ら考え、判断し、行動
できる授業を実施し、90％以上の生徒がよく理解して
いる。

羅　　　　　針　　　　　盤

1
単位制・２期制の教育課程に、生徒の80％以上が満足
している。

評　価　項　目

Ⅰ 特色ある学校づ
くりに努めてい
ますか。

評　価　対　象 具体的数値項目

特色ある教育活動を行って
いますか。

・学校生活の中でカウンセリングが特別でな
くなるためにできることをご相談したいで
す。
・カウンセリングに来ている生徒と、アン
ケートに答えている生徒との認識に少し開き
があるように感じました。柔軟性・多様性と
規律のバランスがとても難しいと日々感じま
す。
・生成AIに気軽に相談する中高生は、想像以
上に多くおります。その場合、ハルシネー
ションや距離感に対して正しいリテラシーが
必要となります。今後は、そうした視点もお
持ち頂けると良いと思います。
・学校が好き／積極的に取り組んでいる、と
いう回答が多いことを、非常に嬉しく思いま
す。安心な環境を継続して頂きたいです。ま
た、いずれは安心環境の外に出るという視点
も垣間見せ、事実を伝え、準備や心構えを、
在学中に無理なく進めて欲しいと考えます。
・発生したいじめへの対応は速やかに行って
くださっている印象です。一方で、どんな他
者も尊重される雰囲気作りなど、予防の観点
ではまだまだ伸びしろがあるように感じま
す。

生徒の主体的な
進路選択につい
て適切な指導を
していますか。

生徒の充実した
学校生活につい
て適切な指導を
していますか。

生徒は確かな学力を身に付
けていますか。

2 生徒の実態に応じた指導を
行っていますか。

　
5 学校はいじめの防止や早期

発見に向けた取組を積極的
に行っていますか。

3

生徒は健康で、規則正しい
学校生活を送っています
か。

　
6

受講科目において履修が成立した生徒の9５％以上が単
位を修得している。

不登校生徒等への対策として、毎週１回生徒・保護者
とスクールカウンセラーとの面談日を設定し、係・担
任等連携し指導にあたる。また、スクールカウンセ
ラーが生徒に与える影響を生徒・職員に伝える。ス
クールカウンセラーを身近なものとしてとらえる生徒
の割合を50％以上にする。

様々な背景要因により、本来持つしなやかさや力強さ
を発揮しづらい子どもによる支援を通し、学校が居心
地の良い場所に感じている生徒が７０％以上になる。

「自己の生き方」と「将来の職業」との関連を深く考
え、進路実現に向けて積極的に取り組んでいる生徒が
50％以上である。

主体的に社会の形成に参画する態度の育成を養うた
め、部活動、学校行事などの体験的・主体的な活動
で、大会、公演、作品発表等に各団体（部・委員会
等）が１回以上参加する。


